
なばりを語ろう。

＃名張感動
このまちは感動に満ちている

春よ来い（薦生の桜）

こ

木々についた霜に朝日
が当たり、桜の花のよ
うに。水面に映る姿が
美しい冬のひとコマで
す。桜が咲き誇る春が
待ち遠しいですね。

Instagram で
「＃名張感動」
を付けて投稿い

ただいた作品をご紹介！
現在、伊賀牛が当たる投
稿キャンペーンを実施
中。詳しくは市HP で

名張市でオススメの
チェアリングスポット3選‼
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なばりじまんなばりじまん
じもと再発見じもと再発見

投稿キャンペーン
好評実施中

伊賀牛が当たる！

市民 PRチームが Instagramで
綴ったなばりの

4 4 4 4

魅力をご紹介 !
nabari_pr投稿を再編集して掲載！フォローしてね ▶ @matujun2525@matujun2525

2 月 28日までの投稿が審査対象です！

　多くの人に組紐を知ってもらい
たい。そんな思いから、工房を「伊
賀まちかど博物館」として、組紐
体験や、作品の展示をしています。

　今は、ものづくりをする機会が
あまりないと思うんです。そうし
た中、毎年実施している、美旗小
学校 4年生への伝統産業の学習や
名張高校定時制の学生への組紐作
り体験では、「夢中で作った」「もっ
とやりたい」など嬉しい声も。自
分で作る楽しさを知ってもらうこ
とで、伊賀組紐が心に残り、興味
を持ってくれると嬉しいですね。

組紐に興味を持つきっかけになれば

場所　中内組紐工房 ( 新田 )
開館時間　11:00 ～ 18:00
◎ 5人以上の団体で受付
　組紐体験 (結び )2,000 円
　※要予約
　ギャラリーの見学は無料
　     65 ‐3002 中内 中
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組紐体験をしてみませんか？

時代を超える美しさ　伊賀組紐時代を超える美しさ　伊賀組紐

昭和 51 年に国の
伝統的工芸品に指定皆さんに名張市のチェアリングスポッ

トを3つ紹介します！チェアリングとは、
持ち運びできるアウトドア用のイスを野
外へ持ち出し、飲食や読書などをしなが
ら過ごすこと。好きな場所で好きな椅子
に座ってもらえれば、それがチェアリン
グです。「椅子を好きな場所に持って行っ
て、コーヒーでリラックス」や「一日中、
座りながらボ～っと過ごす」なんていう
のもいいですね。

①青蓮寺ダム 展望台：名張市の名所 青
蓮寺湖を一望できるスポット。昼夜問
わず絶景を楽しむことができます。春
になれば桜がすばらしい！

②名張川：川辺に座れるので流れる水の
音が間近で聴けます。ちなみに水の音
はストレスを軽減したり、解消する効
果があるそうです。水音の癒し効果を
試してみてはいかがでしょう？

③桔梗が丘 水道タンク：桔梗が丘の消防
署の横にある水道タンク。桔梗が丘だ
けでなく、名張市を一望できるスポッ
ト！

誰でも気軽に始められるので、皆さん
もチェアリングをしてみてはいかが？

おでかけしませんか？

日時　3月 12日水 8:00 ごろ赤目口駅へ集合　　定員　80人

参加費　2,300 円（小学生 850 円、乳幼児 200円）

※赤目口駅から近鉄奈良駅までの片道運賃、参加記念品（極楽寺と
松明講の「お札」など ※大人のみ）を含む

申込　きんてつおすすめツアーHPから申込
　（インターネット予約、クレジット決済）

 近鉄旅の予約センター
 　  06‐6775‐3636（平日 10:00～17:30）

　古文書によると、松明調進は東大寺の
別当も務めた聖

しょうげん

玄という僧が、お水取り
で使われる松明の費用として、1249年
に一ノ井の私田を寄進したのが始まり
とされています。地元には、「道

どうかんちょうじゃ

観長者」
という伊賀の国一番のお金持ちが、財産
を世のために使おうと決意し、「松明を
毎年、修二会に納めるように」と遺言し
た――という伝承が残ります。

赤目口駅 ▶▶ 　　　　 　▶▶ 近鉄奈良駅 
▶▶ 松明を担いで行進 ▶▶ 東大寺二月堂

行程

関西に春を呼ぶ行事として知られる東大寺二月堂の修
し ゅ に え

二会（お水取
り）。この行事で使われる松明は、赤目町一ノ井から調進されていて、
今年でなんと 777 年目！昨年に引き続き、臨時列車で松明木を運
ぶ「松明調進行事 列車ツアー」が開催されます。

車内では「松明調進行事」の解説があり、希望者は近鉄奈良駅
から東大寺二月堂まで松明木を担いで運ぶ体験も！皆さんも、777
年続く歴史の重みを体感してみてはいかがでしょうか？

臨時列車
（乗換なし）

伊賀一ノ井松明調進行事

松明木を担いでみませんか？松明木を担いでみませんか？

今年で777年目！松明調進の始まりは鎌倉時代

松明木を運ぶ列車ツアー！松明木を運ぶ列車ツアー！

毎年3月10日には「道観塚」
で安全祈願法要が行われている

申込は
こちらから


